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Abstract
A three-cell accelerating structure at 10GHz was made by electroforming 

copper. To estimate the amount of the residual stress in the cavity body, 
a frequency change due to a thermal processing at 550°G was measured* 
The amount of the change is of the order of 5MHz.

1 ■序

日本の次期高エネルギー物理学の一 つ と してTeV級の重心エネルギーの

電 子 、陽 電 子 衝 突 型 線 型 加 速 器 Japanese Linear Collider(JLC)[ 1 ] のR& Dが 
進 め ら れ て い る 。TeV級 の ビ ー ム 加 速 を 実 現 す る に は 、RF加速にかかわる  
全 消 費電 力 を お さ えつ つ 、Linacの 全 長 を な る ベ く 短 く お さ え る 必 要 が あ り 、 
高 い 周 波 数 の 加 速 管 が 望 ま れ る 。JLCではRF周 波 数 10GHz近 傍 で 、加速電  
界 1 0 0 M V /m をねらいLinacの 長 さ を 10Km程 度 に し た い と 考 え て い る 。こ 
のときRFの 波 長 は 3cm となり、全 加 速 セ ル 数 は 1 0  0 万 個 に も な る 。 これ 
だ け 多 数 の セ ル を 精 度 よ く 生 産 、管 理 す る こ と が 必 要 に な る 。これを念頭  
に 電 鋳 法 に よ っ て 3 連 空 洞 を 製 作 し 、そ の 特 性 を 調 べ た 。空洞形状はトリ  
ス タ ン で 用 い て い る 超 伝 導 空 洞 の 1 /2 0ス ケ ー ル で 3 セ ル 空 洞 で あ る 。機 
械 的 な 特 性 は 水 野 が 報 告 す る 。 [2] ここではその空洞の電気特性の低電力  
試 験 に つ い て 報 告 す る ◊

2 • Q 値

図 1 に 透 過 法 に よ り 測 定 し た ス ぺ ク 卜 ル を 示 す 。共振周波数は予想どう  
りトリスタンの周波数のほぼ 20倍 に な っ て い る 。またQ 値 は 8500以上で  
あ り 、31^£尺员3出こよる計算値の8 5 % が 得 ら れ た 。このQ 値 は 、鉄に電  
気 メ ッ を 施 し た 508MHz APS空 洞 の 場 合 (〜 89% ) [3]や S-bandの Disk- 
Load型の空洞を O FH Cか ら 機 械 加 工 で 製 作 し た 場 合 （90〜 95% ) と比べて 
同 程 度 で あ り 、電鋳法で得られる表面は R F損失に関して特に問題ないと考  
えられる、
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3 . 熱 処理による周波数変化

空 洞 は 、真 空 度 を よ く し 、表 面 の R F 特性を上げるためべ一キングされ  
る こ と が あ り 、 ま た ク ラ イ ス ト ロ ン の空 洞 な ど へ の応 用 も 考 え ると 、 550 
て:程 度 の ベ ー キ ン グ 処 理 を 考 慮 せ ね ば な ら な い 。 電 鋳 法 に よ る 空 洞 は 、 
残 留 応 力 が 大 き い こ と が 一 般 に 知 ら れ て お り 、上記のような熱処理による  
歪 の 解 放 に 伴 う 変 形 及 び 周 波 数 変 化 に 注 意 し な け れ ば な ら な い 。 我 々 は 、 
550°C 5時 間 の ベ ー キ ン グ を 行 な い 、その前後の中央セル周波数の変化か  
ら 歪 解 放 の 評価 を 行 な っ た 。 周 波 数 は 図 2 の よ う に 外 径 3.5mmの 
semi rigid cableを 両 端 セ ル に挿 入 し て 磁気 短 絡 面 を 形成 さ せ 、同時に先端  
の 中 心 導 体 を 1mm突 き 出 し て ア ン テ ナ と し 、dwell p o in tか ら 測 定 し た 。ベ 
一 キ ン グ 前 後 の 測 定 を 図 3 に 示 す 。図 か ら 明 ら か な よ う に 、ベーキングに  
より5MHzの 周 波 数 下 降 が あ っ た 。こ の 値 は 、200°C 0.5時間のベーキン

グ に よ る 外 径 寸 法 の 減 少 率 が 1СГ5台であることに矛盾しているように考え

られる。 しかし、精 度 1СГ5台 即 ち ミ ク ロ ン 台 で の 内 面 形 状 の 変 化 測 定 が  
困難であることを考えると寸法と周波数との関係についての結論はまだ出  
せ な い 。 同 形 状 の 空 洞 を 更 に 2 個 製 作 し 、現在同様の測定を行なってい  
る の で 合 わ せ て 報 告 す る 。
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図 2 中 央 セ ル の 周 波 数 測 定
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図 3 プ ロ ー ブ の 位置に対 す る周 波 数 の 測 定値


